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中学校における歯周保健指導の試み
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要旨:中学生における歯周状態の変化を把握するために広島市内の中学生を対象として経年的に調査した。
検診後には歯周保健指導を行い，歯周状態の変化について検討した。対象は 1998年度に 1年次であった生
徒， 116名(男子59名，女子57名)であった。歯周状態の評価は， Oral Rating lndex (0悶)を用いた。
検診後は生徒自身の O即値による評価を知らせ，歯周病に関するプリント「保健室便り」を配布した。
1. 3年次を除き 0町の平均値に性差が認められ，女子の方が男子よりも歯周状態は良好であった(1年
次:p<0.05， 2年次:p<O.ol)。
2.男子では学年が上がるにしたがって 0則の平均値が上昇した (p<0.05)。女子においては 3年次で 0聞
の平均値が減少したが， 1年次から 2年次にかけて 0聞の平均値が上昇した (p<O.ol)。
3.男子は学年が上がるにしたがって歯周状態が不良を示す一1の割合が減少した。女子においてー1ある
いは-2を占める割合が減少した。
以上より，経年的調査において 0闘による歯周状態の評価とプリント形式で配布される「保健室便りJ
を活用した歯周保健指導が生徒の口腔衛生意識向上の一助になると思われた。
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および保健指導を行うなど事後処置が求められるように

なった九しかし，診断および評価基準が十分に統ーさ

れておらず，全国でも歯肉炎を減少させたという報告は

あまり見あたらない。また，集団を対象とした歯肉炎予

防の効果に関する報告は，比較的短期間の観察に限られ

ておりペ中学校全年次を通しての長期間にわたる報告

は見あたらないのが現状である。厚生労働省の歯科疾患

実態調査結果においても歯肉に所見を有するものの割合

は，平成 11年度の調査では， 5~14 歳， 15~24 歳およ

び 25~34 歳においてそれぞれ 36.5% ， 65.2%および

79.2%でありペ小・中学生から成人にかけて，歯周病

擢患率が約2倍にまで増加している。従って，学童期か

ら学校歯科保健活動のーっとして歯周病に対する効果的

な予防手段の確立が必要である。

著者らは OralRating Index (以下 0阻)10)を用いて 1992

年から中学生の歯周状態の調査を実施している。 O阻

は集団検診における歯周病のスクリーニングのために開

発された指標であり，一人当たり約 10秒という短時間

で判定が可能である。また，基準カラー写真を参考にし

て判定を行うため，判定を受けた生徒のみだけではな

国

1 

歯牙喪失の原因となる 2大疾患は輔蝕および歯周病で

あり，生涯にわたり口腔の健康を維持・増進するために

は，学童期からの予防が重要である。

麟蝕については，診断基準も確立され，国際的に広く

認められているフッ化物応用による予防対策も学校歯科 E

保健活動として取り入れられつつある日)。厚生労働省

の歯科疾患実態調査結果においても踊蝕有病者率は昭和

62年から平成 11年にかけて下降している4叫。

一方，歯周病については平成6年に学校歯科保健法施

行規則の一部改定が行われ，新たに歯周疾患要観察者

(00) を記載することになった。これに伴い，経過観察

緒

広島大学大学院医歯薬学総合研究科顎口腔頚部医科学講座
小児歯科学
広島市南区震一丁目 2番3号
(主任:香西克之教授)
*広島大学歯学部附属病院小児歯科診療室
(主任:香西克之教授)
(2∞2年3月20日受付)
(2∞2年7月25日受理)



710 岡田 貢ほか:中学生における歯周保健活動の試み

く，教師・養護教諭にも視覚的に自己の歯周状態と比較

でき，理解しやすいという特徴がある O さらに，岡田

ら11)はO聞を用いた歯肉炎の評価が従来の歯周状態を

表す指数である GingivaIindex (Loe and Silness) 12)， 

Plaque index (Silness and Loe) 13)および Probingpocket 

depthの検査値と相関関係が認められ，その有効性につ

いて報告している O

本研究では歯周状態の変化を把握するために中学生を

対象として経年的に調査した。検診後には歯周保健指導

を行い，歯周状態の変化について検討した。

対象および調査方法

広島大学附属中・高等学校において 1998年度に入学

した中学生 I年次で， 116名(男子59名，女子57名)

を調査対象とした。

口腔内診査は，自然光と人工照明との併用下で座位に

て行った。歯周状態の評価には ORllO)を用いた。

ORIの判定基準は河村14)の方法にしたがった。すなわ

ち，上下顎前歯部唇側，上顎右側臼歯部口蓋側および下

得意金支t~"ょうTア等学tt?
按 4酔高官歳事事披露舎の高架普 どラ T!~)をかア排端接
4月に実施した歯科検診の結果を通知します。
歯科医の受診を必要とする人は、出来るだけ早く診てもらってくださいe

虫歯の治療ももちろん大切ですが、今回は特に、歯肉(歯ぐき)の結果に
ついて説明します.

華街ぬぬ禅譲製織選誌には2韓類毒事iり援す。
1.歯肉の健康度を示す'bOJ(-2・-1・O'+1・+2)

と二とこ-c!'1 
調分却な銀肉<I! 全体!:.広がコた歯肉鈍 鶴湾鍵

総
歯と歯の腐の歯肉の 炎症が歯を取り阻む 炎症が深い所まで広がり
一部が赤くはれる@ 歯肉全体に広がる。 歯を支えている骨まで溶
痛みなどはほとんど 歯と歯肉の問のすき けてくる。血ゃうみが出
感じない。 すきま<$"ウヮト)が深〈 て、歯がぐらぐらする.

なり、出血しやすく (歯そうのうろうとも言わ
なる。 れる状態)

図1 保健室使り

顎右側臼歯部舌側の 4ブロックについて歯肉炎の程度，

口腔清掃状態(歯垢付着状態および歯石沈着状態)を総

合し，口腔内状態、を良好な+2(Exc巴llent)から不良の

2 (Very Poor) までの 5段階評価で判定した。判定に

当たっては，事前に基準カラー写真を参考にして判定の

トレーニングを行い，診査基準の統一を図った後実施し

た。

検診終了後，個々の ORIの判定結果を含んだ歯科検

診の結果および生徒全員に歯周病の解説等を載せたプリ

ント「保健室便り」を配布した(図1)。プリントは，

歯周病の進行を図付きで解説したもので，中学生に理解

しやすいよう士夫した。

本検診とプリント配布を 1998年から 2000年に年 l回

行い，歯周状態の変化を経年的に検討した。

統計学的処理は，調査年別，学年別，性別等の因子に

よって Mann-Whitneyのu-検定あるいは One-wayANOV A 
testを用いて行った。

果

図2にORIの平均値を示す。 3年次を除き， 1年次お

よび2年次の ORIの平均値に性差が認められ，それぞ

れ5%および 1%の危険率で有意に男子よりも女子の方

が ORIの平均値が高かった。

男子において学年が上がるにしたがって ORIの平均

値が有意に上昇し， 1年次と 3年次の聞において 5%の

危険率で有意であった。また， 1年次， 2年次では ORI

の平均値がマイナスを示していたが， 3年次にはプラス

となった。女子においては 3年次で ORIの平均値が減

少したが， 1年次から 2年次にかけて ORIの平均値が

有意に上昇した (p<O.u1)。

図3および図4にそれぞれ男子および女子の各学年に

おける 0聞の分布を示す。歯周状態が不良を示す 1， 

-2を合わせた人数は学年が上がるにしたがって減少す
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図2 0阻の平均値
One-way ANOVA; *: p<O.05; ** : p<O.Ol， Mann-Whitney 
U-test; t : p<O.05; tt : p<O.Ol 
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図3 0阻の分布(男子)

1年次

2年次

3年次

図4 ORIの分布(女子)

る傾向を示した。
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歯周組織を健康に育成する上で学童期からの歯周状態

の把握，それに伴う予防活動は重要である O 特に，学校

歯科検診および検診結果の通知，さらにその結果を踏ま

えて生徒に歯科保健指導を行うことは，口腔環境の改善

のためには貴重な機会である。 Matssonはぺ小学生か

ら中学生にかけて歯肉炎に対する感受性は上昇すると報

告している。しかし，森下ら凶は学校歯科検診後に生徒

が歯肉炎や歯石に関して正しく認識していたのは42%

にすぎず， 44%の者は「わからないJと答えていたと
報告している O また，本邦における中学生の歯肉炎の擢

患率は高く，岡本らは 82.1%1ぺ岩本ら凶や日野出ら凶

は90%以上であったと報告している。

平成6年から学校歯科保健法施行規則の改定に伴い，

「歯肉の状態Jの欄が追加され，異常なし，定期的観察
が必要，専門医による診断が必要，の 3区分についてそ

れぞれ0，1， 2で記入することになった則。しかしなが

ら，歯肉の状態がo(異常なし)あるいは 1(炎症あり)
なのかを的確に診査することは臨床の場面では困難なこ

とが少なくない。また，この判定基準は疾病中心に判断

するために，小児の歯周組織の健全な育成を進めていく

上では活用しづらいという問題点が指摘されている 2九
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著者らは，歯周状態を把握するため 1998 年~2000 年

の2年間にわたり ORIを用いた中学生の歯周状態を調

査し，経年的な分析を行った。

本調査結果から 3年次を除き女子の方が男子よりも

ORIの平均値は有意に高く 歯周状態が良好であっ

た。一般にこの年齢層の女子は内分泌機能の不安定さか

ら歯肉炎を生じやすいと言われておりへ性ホルモンが

歯肉炎の増悪因子となるといわれているほ泣!幻)。しか

し， Yanoverら叫l土，思春期の歯周病は口腔清掃状態が

良好な場合，ほとんど性ホルモンの影響を受けなかった

と報告している O 本調査結果では女子の方が口腔衛生意

識がより高いことが推察された。近藤ら 2へ脇田ら剖お

よび日野出らベも同様に女子の方が口腔衛生意識が高

いと報告している O

1998 年~2000 年における調査結果から，男女共に学

年が上がるにつれて ORIの平均値が上昇し，口腔衛生

状態の向上が認められた。また，男女共に歯周状態、が不

良を示す (ORI=-1または 2) ものの割合が減少し

た。さらに，調査終了時には全体で ORIの平均値がプ

ラスに転じた。また，検診終了後個々の ORIの判定結

果を含んだ歯科検診の結果および生徒全員に歯周病の解

説等を載せたプリント「保健室便りjを配布した。桑原

ら剖 l土 1992 年~1994 年に ORI を用いて同様な経年調査

を報告している。それによると，生徒に対し検診後毎年

l度 ORIに基づく口腔内状態とその結果を説明し時

間程度の歯周病に関する講義と，口腔清掃の実技指導を

内容とした歯科保健指導を行った結果，女子では学年間

で顕著な差は認められなかったものの，男子においては

学年が上がるにつれて歯周状態が不良へと変化したと報

告しており，本研究とは異なった結果であった。この背

景には，口腔衛生意識の向上や，歯周病に対する認知度

の上昇，時代的背景等が考えられるが，本研究結果から

生徒に対する指導的効果は，講義形式によるよりもプリ

ント形式による方が高い可能性があると推察される O つ

まり， 1年次から毎年 ORIによる評価基準にしたがっ

て+2から 2の5段階評価で検診結果を知らせること

が可能であり，併せてプリントによる分かりやすい図付

きの解説により自己の歯周状態を理解し，動機付けに繋

がったからではないかと考えられる。矢野ら 29)は，歯科

衛生士による歯磨き法の指導を毎年行うことにより歯肉

炎有病状況に一定の改善が見られたと報告している O し

かし，永瀬ら刊土，中学生の歯磨き行動は指導を受けて

短期間で改善したが，長期的にみると改善が思わしくな

い項目もあったと報告している O さらに，口腔清掃指導

においては教材を変えたり，時間を増やすなどの適切な
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歯磨き方法を習慣化，定着化するための方策を検討する

必要があると指摘している。

一般に歯科保健行動の変容を促す保健活動として，講

義形式あるいはパンフレットの配布による歯周病予防の

啓発活動等が行われてきた。河村ら却)は歯周疾患に対す

る講演を行い，結城らM は講話，ブラッシング指導およ

びパンフレットの配布などを行っている O 河村ら別立)は

高校生および社会人を対象にして，口腔衛生に対する認

識レベルについて検討しており，衛生教育により認識得

点が増加すること， I口腔に対する認識」が歯周疾患の
抑制因子として働いていることを示唆している O プリン

ト形式であれば必要なときに再度読み返しながら理解す

ることが可能であり，口腔衛生に対する関心を向上させ

る可能性があるのではないかと推察される O しかし，本

研究では生徒自身に歯周病に関しての理解度を検討する

アンケ}ト等は行っておらず，口腔衛生意識の変化につ

いては不明である。したがって，今後アンケート調査も

併せて検討する必要があると考えられる。

以上より，経年的調査において ORIによる歯周状態

の評価とプリント形式で配布される「保健室便りjを活

用した歯周保健指導が生徒の口腔衛生意識向上の一助に

なると思われた。

呈.dド

日間

中学生における歯周状態の変化を把握するために広島

市内の中学生を対象として 1998年から 2000年まで 2年

間にわたり経年的に調査した。検診後には歯周保健指導

を行い，歯周状態の変化について検討した。

1. 3年次を除き ORIの平均値に性差が認められ，女

子の方が男子よりも歯周状態は良好であった (1年

次:p<0.05， 2年次 :p<O.OJ)o

2. 男子では学年が上がるにしたがって ORIの平均値

が上昇した (p<0.05)。女子においては 3年次で ORI

の平均値が減少したが年次から 2年次にかけて

ORIの平均値が上昇した (p<O.01)0 

3.男子は学年が上がるにしたがって歯周状態が不良を

示す一1の割合が減少した。女子において Iあるい

は 2を占める割合が減少した。

以上より，経年的調査において ORIによる歯周状態

の評価とプリント形式で配布される「保健室便りJを活
用した歯周保健指導が生徒の口腔衛生意識向上の一助に

なると思われた。

研究を支援していただいた広島大学附属中・高等学

校保健部教諭湯浅清治先生，養護教諭溝上直美先生，

養護教諭尾方美由紀先生に深く感謝いたします。
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The purpose of this study was to assess the gingival health and oral hygiene status in junior high 

school students and to compare the effectiveness of periodontal education. A two-year longitudinal 

survey was conducted for 116 school students from 1998 to 2000 in Hiroshima, Japan. The Oral Rat­

ing Index (ORl) was used for assessing periodontal status and hislher result was given to each stu­

dent. A brochure has been provided since 1995, following completion of the fIrst survey. The mean 

ORl score of females was signifIcantly higher than that of males at each grade level, except the third 

grade in 2000. The mean ORl score of males from 1998 to 2000 signifIcantly increased (p<0.05). 

There were no signifIcant differences in the mean ORI score of females from 1998 to 1999 signifI­

cantly increased (p<0.01). 

In conclusion, the results of the present study indicate that an informational brochure on periodon-/ 

tal diseases could be helpful to improve the periodontal condition of junior high school students. 

Key words: Oral rating index, Periodontal disease, Periodontal health care, Junior high school stu­

dents, Epidemiology 
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